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空港機能強化関連事業の
　　　　　着実な推進

議会だより
Council Report  No.147

３ 月 会議

May
2025 5

～第１回芝山町議会定例会のあらまし～

令和７年５月1日発行（年４回発行）

　令和７年第１回芝山町議会定例会が、３月６日に招集され、３月21日までの16日間
の会期で開催。町長から提出された一般会計予算等30議案、請願１件と、議員発議３
議案を可決し全日程を終了しました。審議された議案の中から注目の議案をご紹介しま
す。（議案採決P8）

「職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について」

「一般職の職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について」

「芝山町職員の特殊勤務手当に関する条例の
一部を改正する条例の制定について」

「芝山町消防団条例の一部を改正する条例の
制定について」

「財産の処分について」

　育児のための時間外勤務の免除に係
る対象範囲の拡大。

　子に係る扶養手当の引上げ、地域手
当の支給割合の見直し。

　高病原性鳥インフルエンザ等の家畜
伝染病蔓延を防止する作業に従事した
職員の作業手当を改定。

　実団員数の乖離が大きいことから定
数を３８０名から３００名に改正。

　成田空港の更なる機能強化事業予定
地内の防火水槽19基、防犯灯139基
を処分。

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第10号

議案第13号

◎　注　目　議　案
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１
月
17
日

空
港
に
意
見
を

Q
【
宮
原
議
員
】
空
港
年
間
発
着
枠

34
万
回
の
説
明
会
で
出
た
意
見

に
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
。

A
集
落
分
断
は
四
者
協
議
会
に
て
問

題
提
起
、
高
谷
川
増
水
リ
ス
ク
は

空
港
貯
水
池
で
対
応
等
そ
れ
ぞ
れ
調
査

し
な
が
ら
対
応
・
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
空
港
の
貨
物

輸
送
量
が
増
加
し
て
い
る
が
深

夜
早
朝
便
を
注
視
し
て
も
ら
え
る
か
。

A
貨
物
の
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
の

で
発
着
枠
34
万
回
に
向
け
て
注

視
し
な
が
ら
関
係
機
関
と
意
見
交
換
し

て
い
き
ま
す
。

利
便
性
の
向
上
を

Q
【
八
代
議
員
】
道
路
わ
き
の
堆
積

し
た
土
砂
や
落
ち
葉
等
に
よ
り

危
険
性
の
高
い
道
路
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

A
全
て
を
取
り
切
れ
な
い
た
め
、
優

先
順
位
を
考
え
な
が
ら
改
善
し

て
い
き
ま
す
。

Q
【
八
代
議
員
】
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
の
舗
装
工
事
を
し
て
い
る

が
、
１
台
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い

現
状
は
改
善
さ
れ
る
か
。

A
１
台
当
た
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
25
㎝

広
く
、
駐
車
台
数
は
現
状
の

１
１
６
台
か
ら
１
２
０
台
に
な
り
ま
す
。

Q
【
大
木
議
員
】
ち
ば
講
座
ア
ワ
ー

ド
大
賞
を
受
賞
し
た
芝
山
町
子

ど
も
会
英
会
話
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て

い
く
か
。

A
来
年
度
も
実
施
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

Q
【
坂
井
議
員
】
ス
カ
イ
パ
ー
ク
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
な
ど
を
利

用
し
た
英
語
教
育
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

A
様
々
な
形
式
の
英
語
教
育
や
ヒ
ス

ト
リ
ー
パ
ー
ク
活
用
な
ど
も
視

野
に
い
れ
て
い
ま
す
。

２
月
28
日

値
上
げ
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
を

Q
【
大
木
議
員
】高
速
バ
ス
成
田
シ
ャ

ト
ル
新
木
場
線
が
運
行
開
始
し

た
が
、
現
在
の
１
日
２
便
か
ら
増
え
な

い
か
。

A
運
行
会
社
に
聞
い
た
と
こ
ろ
利
用

客
の
状
況
か
ら
増
便
は
考
え
る

と
い
う
事
で
し
た
。

Q
【
佐
藤
議
員
】あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー

が
値
上
げ
す
る
が
、
収
支
率
︵
運

賃
収
入
÷
運
行
経
費
︶
の
見
込
み
は
。

A
現
在
の
約
５
％
が
約
７
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。

R全員協議会    eportR

令和7年1月から3月までに開
催された全員協議会での主な
質疑を報告します。

空
港
と
共
に

栄
え
る
ま
ち
づ
く
り

Q
【
岩
内
議
員
】
町
道
３
Ｂ
Ｌ-

０
０
９
５
に
歩
道
や
自
転
車
道
路

は
あ
る
か
。

A
整
備
計
画
に
入
っ
て
い
ま
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
地
域
手
当
を
町
職

員
組
合
と
の
協
議
で
改
正
と
あ

る
が
、
詳
細
は
。

A
成
田
市
の
地
域
手
当
12
％
等
か
ら
、

組
合
か
ら
８
％
と
の
要
求
が
で

ま
し
た
。
元
々
３
％
で
し
た
が
、
千
葉

県
は
人
事
院
勧
告
に
よ
り
４
％
と
し
た

の
で
、
そ
れ
を
合
わ
せ
て
７
％
以
下
と

し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
財
政
面
を
考
慮

し
て
当
面
の
間
は
４
％
と
し
ま
し
た
。

Q
【
吉
川
議
員
】
町
民
への
防
災
無
線

の
貸
し
出
し
を
有
償
に
す
る
か
検

討
し
て
い
る
と
聞
く
が
金
額
や
高
齢
者
へ

の
配
慮
は
。

A
近
隣
市
町
を
参
考
に
５
０
０
０
~

１
０
０
０
０
円
を
考
え
て
い
ま

す
。
消
防
団
や
高
齢
者
へ
の
配
慮
は
考

え
て
い
ま
す
が
、
可
能
な
方
は
町
の
情

報
メ
ー
ル
等
で
の
防
災
情
報
受
け
取
り

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

▲訪日外国人観光客のために
も英語対応が求められる芝山
古墳・はにわ博物館

▲芝山はにわ道とはにわ台団地
方面を結ぶ新道予定地

▲国際医療福祉大学成田病院
も運行範囲に

▲コスプレで盛り上がる成田
空港温泉スリッパ卓球
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一般会計と特別会計・公営企業会計を合わせた
全体の予算規模

前年比　１億 8892 万円（１. ９％）の増

前年比　２億 4000 万円増（３．７％）

101億1252万2千円

国民健康保険特別会計　１０億　２００万円
介護保険特別会計　　　　８億９１００万円
後期高齢者医療特別会計　１億３７００万円

農業集落排水事業会計　　　　８８１０万円
公共下水道事業会計　３億７３５３万９千円
共同浄化槽事業会計　　　２６４１万９千円
簡易水道事業　　　　　８億４４６万４千円

６７億９０００万円

般 一般会計
福祉、教育、土木、衛生などの町の基本的な施策を行うための会計

公 公営企業会計
上下水道事業や電気ガス等の事業収入を主な財源として、独立採算の原則により経理する会計

2025年度

一 般 会 計

公営企業会計特 別 会 計

私たちの私たちの「暮ら しの予算」「暮ら しの予算」はこうなります！はこうなります！

般

般

菱田地区の地域コミュニティ活動の拠点として
共同利用施設を整備。
延床面積：265.19㎡　完成予定：令和８年３月

令和７年度の工事完成に向け公園、上下水施設
その他の施工に伴う補助金。
令和６年度末時点で電線共同溝、水路、汚水等
の施工は概ね完了。

菱田共同利用施設建設工事

田園型居住地創出拠点整備事業費補助金

2億3749万円

１億１０００万円

共同利用施設建設工事

拠点整備事業費補助金
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私たちの私たちの「暮ら しの予算」「暮ら しの予算」はこうなります！はこうなります！2025 新年度予算紹介

般

公

公

般

バルールド地区前の町道から、はにわ道（芝山小
学校入口）までを繋ぐ道路整備に伴う水田エリア
の仮橋架設等工事。

簡易水道事業に係る岩山、大台、香山新田地先
の配水管を布設する工事予算。

平成17年供用開始から20年の経過による老朽
化に伴い、中核となる監視制御設備の更新工事
と施設管理の最適化の実施。

現在、使用中の防災行政無線の戸別受信機の製造
中止に伴い無線送受信装置を含めた全機材を更新
する必要があるため、今後１０年間かけて実施していく
予定。令和７年度は無線送受信装置（親局1基、子局
1基）更新及び戸別受信機（200台）の取得を予定。

3BL―0095号線道路改良工事

令和7年度　配水管布設工事

芝山クリーンセンター（小池）監視制御設備
改築工事（電気）

防災無線更新工事

1億9602万円

6億７０１６万4千円

７５００万円

４５３７万５千円

道　路

簡易水道事業

公共下水道事業

防災無線更新工事
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将
来
に
向
け
て
の
基
盤
づ
く
り

総
務
関
係

よ
り
良
い
仕
組
み
に

Q
【
岩
内
委
員
】今
年
度
の
職
員
研

修
は
、ど
ん
な
も
の
を
予
定
し
て

い
る
か
。

A
自
衛
隊
の
生
活
体
験
研
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

Q
【
八
代
委
員
】近
年
、新
聞
購
読

者
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
多
く
の
町
民
に
読
ん
で
も
ら
う

た
め
、コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
に
広
報
し
ば

や
ま
の
配
布
を
区
長
へ
依
頼
す
べ
き
で

は
。A

区
長
の
業
務
が
多
忙
の
た
め
、引

き
続
き
新
聞
折
り
込
み
を
継
続

し
ま
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
委
員
】ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
※
利
用
料
に
つ
い
て
、

管
理
は
民
間
か
。

A
管
理
は
国
が
行
い
ま
す
。

Q
【
小
嶋
委
員
】基
金
繰
入
金
の
減

額
理
由
は
。

A
昨
年
度
事
業
は
、町
債
の
借
り

入
れ
が
で
き
る
も
の
が
少
な
か
っ

た
の
で
、基
金
を
取
り
崩
し
て
い
ま
し

た
。今
年
度
は
町
債
の
借
り
入
れ
が
で

き
る
事
業
が
多
い
た
め
、基
金
繰
入
金

を
減
額
し
ま
し
た
。

Q
【
佐
藤
委
員
】給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
の
た
め
の
基
金
の
積

み
立
て
は
無
い
の
か
。

A
現
在
の
財
政
状
況
か
ら
基
金
の

積
み
立
て
が
難
し
い
と
判
断
し
ま

し
た
。

Q
【
坂
井
委
員
】中
学
生
の
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
代
行
手
数
料
に
つ

い
て
、今
後
、子
ど
も
達
本
人
が
経
験

と
し
て
申
請
手
続
き
を
行
う
こ
と
も

検
討
し
て
み
て
は
。

A
申
請
手
続
き
の
流
れ
を
経
験
す

る
こ
と
は
非
常
に
大
事
な
経
験

と
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、担
当
課
と

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
【
宮
原
委
員
】情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化・共
通
化
対
応
業
務
委
託
料

が
７
０
０
万
円
位
上
がって
い
る
の
は
。

A
コ
ン
ビ
ニ
交
付
支
援
改
修
で
標

準
化
す
る
も
の
で
す
。

Q
【
佐
藤
委
員
】新
規
項
目
と
し
て

後
期
高
齢
者
健
康
診
断
委
託
料

が
あ
る
が
。

A
75
歳
以
上
の
町
民
が
対
象
と
な

る
た
め
、特
別
会
計
か
ら
一
般
会

計
に
繰
入
れ
た
も
の
で
す
。令
和
６
年

の
受
診
対
象
者
は
１
１
４
５
名
で
、受

診
し
た
人
は
２
２
６
名
で
し
た
。

Q
【
八
代
委
員
】法
人
町
民
税
が
大

き
く
減
少
し
て
い
る
理
由
は
。

A
町
内
法
人
上
位
40
社
の
う
ち
一

番
上
位
の
法
人
町
民
税
の
減
少

が
影
響
し
て
い
ま
す
。

Q
【
八
代
委
員
】出
産
祝
い
金
は
、

何
人
を
想
定
し
て
い
る
か
。

A
令
和
７
年
度
は
、23
名
３
６
０
万

円
を
想
定
し
て
い
ま
す
。な
お
、

令
和
６
年
度
は
、17
名
２
４
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
子
育
て
環
境
は

Q
【
岩
内
委
員
】ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
等
助
成
給
付
金
の
対
象

者
は
、増
加
傾
向
に
な
って
い
る
の
か
。

A
横
ば
い
状
態
で
、71
名
を
想
定

対
象
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
【
大
木
委
員
】管
外
保
育
委
託
料

が
、７
０
０
万
円
上
が
っ
て
い
る

が
。A

成
田
市
と
横
芝
光
町
の
保
育
所

利
用
者
が
、令
和
６
年
度
４
人
か

ら
令
和
７
年
度
９
人
と
な
っ
た
た
め
で

す
。Q

【
佐
藤
委
員
】子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
費
が
、前
年
よ
り
７
０
０
万

円
増
加
し
て
い
る
が
。

A
新
し
い
場
所
を
開
設
し
て
か
ら

利
用
者
の
方
が
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
で
す
。

町
民
の
健
康
増
進

Q
【
小
嶋
委
員
】は
り・き
ゅ
う
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
設
利
用
助
成
の
利
用

人
数
は
。

３
月
定
例
会
中
の
３
日
間
で
行
わ
れ
た
予
算
審
査
特
別
委
員
会
。

こ
こ
で
出
た
質
疑
応
答
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

予算審査特別委員会 2025

▲少子化に歯止めを

【ガバメントクラウド】政府運営のIT環境の事。地方自治体などが共同利用できコスト削減が期待できる。
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ま
ち
づ
く
り
関
係

町
の
魅
力
発
信

Q
【
岩
内
委
員
】地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
本
年
度
の
活
動
内
容
は
。

A
町
の
Ｐ
Ｒ
、農
泊
な
ど
地
方
創

生
を
軸
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

Q
【
坂
井
委
員
】住
宅
取
得
奨
励
金

の
利
用
件
数
の
状
況
は
。

A
こ
れ
ま
で
は
30
件
を
見
込
ん
で

来
ま
し
た
が
、今
年
度
は
60
件
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
委
員
】地
区
集
会

施
設
整
備
事
業
補
助
金
に
お
い

て
、単
独
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
移
行
す
る
場
合
、適
用
さ
れ
る
の
か
。

A
建
物
本
体
の
修
繕
と
な
り
ま
す

の
で
、外
構
に
係
る
修
繕
に
お
い

て
は
除
く
も
の
と
な
り
ま
す
。

Q
【
宮
原
委
員
】環
境
整
備
費
の
減

額
理
由
は
。

A
世
帯
数
の
減
少
に
よ
る
減
額
と

な
り
ま
す
。

Q
【
伊
橋
委
員
】み
ど
り
と
空
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
本
年
度
の
具
体
的

な
事
業
内
容
は
。

A
大
き
く
５
つ
の
柱
と
し
て
、﹁
ゆ

め
パ
ー
ク
牧
野
の
活
用
事
業
﹂

予算審査特別委員会 2025

﹁
芝
山
町
へ
の
来
町
促
進
事
業
﹂﹁
地

方
創
生
人
材
育
成
事
業
﹂﹁
ス
カ
イ

パ
ー
ク
イ
ン
芝
山
の
活
用
事
業
﹂﹁
芝

山
町
地
方
創
生
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
計

画
策
定
事
業
﹂を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

Q
【
小
嶋
委
員
】地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
み
ど
り
と
空
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

A
今
現
在
は
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
お
互
い
に
情
報
共
有
し
て

頂
き
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
事

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q
【
實
川
委
員
】地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
方
と
今
後
の
芝
山
町
の
方

向
性
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
は
さ
れ
た

か
。A

令
和
６
年
度
は
、芝
山
町
の
魅

力
集
め
に
主
軸
を
お
い
て
お
り
ま

す
が
、ま
だ
意
見
交
換
ま
で
は
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。

落
ち
着
き
あ
る
観
光
施
設
へ

Q
【
吉
川
委
員
】芝
山
公
園
管
理

委
託
料
に
、公
園
内
の
伐
採
工

事
は
含
ま
れ
な
い
の
か
。

A
倒
木
等
の
伐
採
工
事
に
関
し
て

は
、委
託
の
中
に
含
ま
れ
な
い
事

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Q
【
八
代
委
員
】道
の
駅
と
空
の
駅

に
対
し
て
の
修
繕
費
は
足
り
る

の
か
。

A
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
対
応
で

き
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

Q
【
大
木
委
員
】木
造
住
宅
耐
震

改
修
工
事
費
補
助
金
の
対
象
年

数
は
。

A
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
の
一
戸
建
て
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

Q
【
佐
藤
委
員
】ひ
こ
う
き
の
丘
に

お
い
て
、階
段
を
利
用
せ
ず
に
芝

生
の
上
を
歩
か
れ
て
し
ま
い
芝
生
が

傷
ん
で
し
ま
う
が
、対
応
策
は
。

A
正
面
の
階
段
を
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
看
板
の
設
置
等
で

誘
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ひこうきの丘

A
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
50
歳

以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
お
り
、

１
０
０
名
ほ
ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

Q
【
小
嶋
委
員
】自
立
支
援
事
業
が

増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

A
令
和
６
年
度
に
単
価
の
見
直
し

の
方
針
が
出
さ
れ
、大
き
く
制

度
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

Q
【
佐
藤
委
員
】敬
老
お
祝
い
事
業

商
品
券
換
金
負
担
金
が
高
い
理

由
は
。

A
費
用
に
は
、委
託
費
に
係
る
人

件
費
分
と
商
品
券
製
作
費
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

Q
【
小
嶋
委
員
】情
報
シ
ス
テ
ム
標

準
化・共
通
化
対
応
業
務
委
託

料
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
。

A
委
託
会
社
の
見
積
価
格
で
計
上

し
て
い
ま
す
。契
約
時
に
は
多
少

下
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Q
【
佐
藤
委
員
】特
定
検
診・特
定

指
導
未
受
診
者
対
策
業
務
委
託

料
が
高
い
と
思
わ
れ
る
が
。

A
新
規
事
業
と
し
て
３
件
あ
り
、将

来
的
な
社
会
保
障
費
を
抑
制
す

る
た
め
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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議案 
番号 上程された議案・概要・結果

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑫
⑪
議
長

決議
結果

佐
藤
良
太

吉
川
真
悟

八
代
正
義

宮
原
研
吾

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

岩
澤
達
弥

小
嶋
秀
樹

伊
橋
寿
夫

条例の一部改正

第１号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制
定について

可決 
賛(11)・否(0) P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

可決
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て

可決
賛(11)・否(0) P2,9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 
賛(10)・否(1) P2,9 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 芝山町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 
賛(11)・否(0) P2,9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第７号 芝山町地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例の制定について

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第８号 芝山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

可決 
賛(11)・否(0) P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第９号 芝山町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例の制定について 可決 
賛(11)・否(0) P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第10号 芝山町消防団定数条例の一部を改正する条例の制定について 可決 
賛(11)・否(0) P2,9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第11号 芝山町公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 
賛(11)・否(0) P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

その他

第12号 芝山町道の路線認定について 可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第13号 財産の処分について 可決 
賛(11)・否(0) P2,9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第14号 芝山町教育委員会委員の任命同意（髙橋正樹氏の教育委員会委員任命に
同意するもの)

同意 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第15号 芝山町農業員会委員の任命同意（任期満了に伴い農業委員会委員13名の
任命に同意するもの)

同意 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和６年度補正予算

第16号 令和６年度芝山町一般会計補正予算(第８号)（総額71億2940万7千円とす
る）

可決 
賛(11)・否(0) P9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第17号 令和６年度芝山町国民健康保険特別会計計補正予算（第３号）（総額9億
5764万6千円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第18号 令和６年度芝山町介護保険特別会計計補正予算（第２号）（総額9億7115万
2千円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第19号 令和６年度芝山町後期高齢者医療特別会計予算（第１号）（総額1億3865万
1千円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第20号 令和６年度芝山町農業集落排水事業会計補正予算(第２号)（収益的収支と
資本的収支を合わせた58万6千円を減額し、支出総額9672万8千円とする）

否決
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第21号 令和６年度芝山町共同浄化槽事業会計補正予算(第３号)（収益的収支と資本
的収支を合わせた765万4千円を減額し、支出総額8770万円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第22号 令和６年度芝山町簡易水道事業会計補正予算(第３号)（収益的収支と資本的
収支を合わせた1億423万9千円を減額し、支出総額8億1695万1千円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年度予算

第23号 令和７年度芝山町一般会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4,5,6,7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第24号 令和７年度芝山町国民健康保険特別会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第25号 令和７年度芝山町介護保険特別会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第26号 令和７年度芝山町後期高齢者医療特別会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第27号 令和７年度芝山町農業集落排水事業会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第28号 令和７年度芝山町公共下水道事業会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第29号 令和７年度芝山町共同浄化槽事業会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第30号 令和７年度芝山町簡易水道事業会計予算 可決 
賛(11)・否(0) P4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議

第１号 芝山町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定
について（提出者：坂井慶子議員、實川嘉一議員）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 芝山町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定（提出
者：大木浩司議員、岩澤達弥議員）

可決 
賛(4)・否(7) P19 × ○ × × ○ ○ × × × ○ × －

第３号 議会改革特別委員会の設置に関する決議（提出者：岩澤達弥議員、坂井慶子
議員）

可決 
賛(11)・否(0) P19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号 「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」
の改正を求める意見書（提出者：宮原研吾議員、岩内章議員）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年第１回定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません
議員の賛否を公開



－芝山議会だより　No.147　R7.5.19

常任委員会    eportR

総務常任委員会

まちづくり常任委員会

◆議案第1号
（刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例）

Q【伊橋委員】刑法は、具体的にどのように
改正されたのか。

A 懲役と禁錮を一本化して「拘禁刑」としまし
た。

◆議案第3号（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正）

Q【岩内委員】今回の改正で対象範囲が拡
大されるが、該当する職員はいるのか。

A 小学校就学前の子を養育する職員が該当し
ます。

◆議案第4号（一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正）

Q【佐藤委員】地域手当、７パーセントの根
拠と当面の間の意味とは。

A 地域手当の支給区分が見直され、５級地の
４％と町独自で支給していた３％を足して７％と

しますが、町の財政事情もあり、当面の間は４％
で支給します。
◆議案第5号（芝山町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正）

Q【佐藤委員】どのような場合に支給される
のか。

A 防護服を着用して、ニワトリの処分に従事し
た職員に支給します。

◆議案第11号（芝山町公営事業の設置等に関する条例の一部改正）

Q【岩澤勝則委員】菱田第一汚水処理施設
についての追加後排水人口と１日最大処理

能力は。

様々な角度からそれぞれ提言
　3 月 11 日に開催された総務常任委員会及びまちづくり常任委員会において、議長から付託
された議案 20 件を審査しました。

◆議案第8号（芝山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
  る基準を定める条例の一部を改正）

Q【岩内委員】保育士の配置基準変更の背
景は。

A 国の基準にならって改正し、背景として保育
士の負担を減らすことや、保育の質を高くす

るという意図もあるようです。
◆議案第9号（芝山町子ども・子育て会議条例の一部を改正）

Q【佐藤委員】学識経験者とはどういう人か。

A 大学教授を想定しています。

◆議案第10号（芝山町消防団条例の一部を改正）

Q【佐藤委員】消防団員の定数の基準はある
のか。

A 特に基準ありませんが、近隣市町と比べる
と、人口比率では多い状況です。

◆議案第13号（財産の処分）

Q【宮原委員】空港用地移転に伴う防火水槽・
防犯灯の処分は町がするのか。

A 基本的には、防火水槽・防犯灯は空港会
社が処分しますが、空港会社から借地して

設置している防火水槽については、土地の借地
契約上、町が現状復旧して返すとなっているので、
町が取り壊すことになると思います。

A 今回設置する浄化槽で 45 人槽を増やし、
345 人槽となります。最大一日の処理能力

は 58 立方メートルから67 立方メートルとなります。
◆一般会計補正予算の内容
Q【宮原委員】繰越明許費補正の「農業ビジョ

ン策定事業」繰越となった理由は。
A 農業委員会部局の職員が農業ビジョン担当

職員を兼務していましたが、中途退職したた
めに、契約はしましたが予定通りにいかなくなりま
した。

Q【岩澤勝則委員】「農業ビジョン策定事業」
今後のスケジュールは。

A 令和 6 年度、7 年度の 2 年で実施をする
予定でしたが、令和 8 年度にずれ込むこと

も予想されます。
▲求められる農業ビジョン



【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。　

※３月定例会の傍聴者は19人でした。※３月定例会の傍聴者は19人でした。
【一般質問】

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くことのできる　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くことのできる
一般質問。令和７年第1回（3月）定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町一般質問。令和７年第1回（3月）定例会では８名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町
の将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。この原稿は、質問者本人が作成しの将来像について、それぞれの視点から質問を投げかけました。この原稿は、質問者本人が作成し
ています。ています。

一般質問

⑤坂井慶子⑤坂井慶子議員　議員　Ｐ15（49分）Ｐ15（49分）
・町の「稼ぐ力」は・町の「稼ぐ力」は
・これまでに提案してきた各事業の・これまでに提案してきた各事業の
　進捗状況は　進捗状況は

⑦佐藤良太⑦佐藤良太議員　議員　Ｐ17（40分）Ｐ17（40分）
・地域計画・地域計画
・空き屋対策・空き屋対策

⑥宮原研吾⑥宮原研吾議員　議員　Ｐ16（34分）Ｐ16（34分）
・成田空港の年間発着枠増加に・成田空港の年間発着枠増加に
　対する対策　対する対策
・成田空港発着航空機の活用・成田空港発着航空機の活用

⑧大木浩司⑧大木浩司議員　議員　Ｐ18（48分）Ｐ18（48分）
・山武郡市安全安心なまちづくりに・山武郡市安全安心なまちづくりに
　関する声明　関する声明
・小池拠点整備事業の進捗状況・小池拠点整備事業の進捗状況
・スポーツ施設の維持管理や活用方法・スポーツ施設の維持管理や活用方法④八代正義④八代正義議員　Ｐ14（31分）議員　Ｐ14（31分）

・道路問題・道路問題
・小池の拠点整備事業・小池の拠点整備事業
・町のバリアフリー対策は・町のバリアフリー対策は

③岩澤勝則③岩澤勝則議員　Ｐ13（32分）議員　Ｐ13（32分）
・農業政策・農業政策
・芝山鉄道と成田空港周辺地域の・芝山鉄道と成田空港周辺地域の
　交通アクセスの新たな展望　交通アクセスの新たな展望

②小嶋秀樹②小嶋秀樹議員　Ｐ12（58分）議員　Ｐ12（58分）
・芝山町（自治体）が抱える課題・芝山町（自治体）が抱える課題

①吉川真悟①吉川真悟議員　Ｐ11（38分）議員　Ｐ11（38分）
・芝山公園・芝山公園
・はにわ博物館
・芝山町の防災

・小中学校への通学
・芝山町の魅力発信

▲ヒストリーパークしば やま体験ツアー「竹灯籠作り」

▲ヒストリーパークしば やま（左：芝山仁王尊、中央：芝山公園、右：芝山古墳・はにわ博物館）
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歩歩みをみを続続けるためにけるために



－芝山議会だより　No.147　R7.5.111
※【ＸＲバス】車内に仮想と現実を融合させ、３６０度の映像で仮想空間を創り出す事。

吉川 真悟 議員
（緑の会）

（所要時間38分）

SHINGO YOSHIKAWA

安
心
を
届
け
る
町
の
防
災

防
災
無
線
が
故
障
し
て
修
理
に

１
年
は
掛
か
る
と
の
事
だ
が
、対

応
策
は
あ
る
か
。

【
町
長
】現
在
使
用
し
て
い
る
個

別
受
信
機
が
製
造
中
止
と
な

り
、新
た
な
無
線
方
式
の
受
信
装
置

の
設
置
ま
で
に
１
年
程
度
の
期
間
を

要
す
る
事
と
な
り
ま
す
。こ
の
期
間
の

対
応
策
と
し
て
、情
報
メ
ー
ル
、屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
の
情
報
活
用
、ま
た
希
望

者
に
は
電
話
連
絡
に
よ
る
情
報
伝
達

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

『一般質問』

芝
山
公
園
に
集
客
を

分
り
や
す
い
案
内
看
板
ま
た
は
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク
に
因
ん
だ
モ

ニュ
メ
ン
ト
を
増
や
し
て
芝
山
公
園
ま

で
誘
導
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、

芝
山
公
園
そ
の
も
の
が
良
い
の

か
、国
の
重
要
指
定
文
化
財
と
な
っ

た
、は
に
わ
博
物
館
の
埴
輪
を
表
し
た

看
板
が
良
い
の
か
、ヒ
ス
ト
リ
ー
パ
ー
ク

協
議
会
の
方
達
と
相
談
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

憩
い
の
は
に
わ
博
物
館
へ

は
に
わ
博
物
館
の
敷
地
内
に
休

憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
軽
食
の
自
動

販
売
機︵
そ
ば
、ラ
ー
メ
ン
等
︶を
設
置

し
た
施
設
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】町
と
し
て
、お
も
て
な

し
の
気
持
ち
は
持
た
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
、ま
ず
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
な
ど
を
行
い
な
が
ら
休

憩
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
自
動
販
売
機
の

設
置
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

人
の
集
う

　
　
魅
力
あ
る
町
へ

安
全
・
安
心
な
通
学
へ

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
お
い
て
、防
犯

上
の
観
点
か
ら
も
遠
距
離
と
な

る
中
学
生
が
乗
れ
る
よ
う
に
運
用
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

の
要
望
、課
題
に
つ
い
て
は
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、将
来
的
に
は
地

域
公
共
交
通
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
中
学
生
の
安
心
・
安
全
な
登

下
校
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

新
た
な
町
の
魅
力
発
信

芝
山
町
と
都
心
を
結
ぶ
高
速
バ

ス
車
内
で
※﹁
Ｘ
Ｒ
バ
ス
﹂を
活

用
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】Ｘ
Ｒ
バ
ス
は
主
に
観
光

周
遊
バ
ス
に
導
入
さ
れ
る
事
が

多
く
、高
速
乗
り
合
い
バ
ス
に
つ
い
て

は
、利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
か
の

判
断
が
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。何
か

を
Ｐ
Ｒ
す
る
為
の
手
法
の
１
つ
と
し
て

は
良
い
発
想
と
思
い
ま
す
が
、リ
ア
ル

と
バ
ー
チ
ャ
ル
を
ど
う
融
合
さ
せ
て
、

ど
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ラーメン自販機

▲防災無線の個別受信機
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行
政
が
考
え
る
施
策
の
優
先
順

位
と
住
民
ニ
ー
ズ
の
間
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が
ど

う
か
。【町

長
】
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
や
情
報
発
信
・
広
報
活
動

を
強
化
し
て
、
会
議
・
説
明
会
な
ど

へ
の
参
加
率
を
上
げ
、
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、

廃
棄
物
の
削
減
な
ど
の
環
境
対
策
が

重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
家
庭
用
燃
料
電
池
や

電
気
自
動
車
の
購
入
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
容
器
、
コ

ン
ポ
ス
ト
等
の
購
入
に
も
助
成
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

収
益
モ
デ
ル
と
し
て
、
官
民
連

携
に
よ
る
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。【

町
長
】
新
た
な
取
組
と
し
て

具
体
化
し
て
い
る
も
の
は
な
い

が
、
有
効
な
連
携
を
研
究
し
て
い
き

ま
す
。自

然
災
害
へ
の
備
え
と
防
災
対

策
と
し
て
、
防
災
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
が
必

要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
公
助
の
充
実
の
ほ
か
、

自
助
共
助
の
意
識
が
重
要
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
応
力
を
高
め
て

連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

若
年
労
働
人
口
が
減
少
し
、
働

き
方
改
革
も
求
め
ら
れ
る
中
、

役
場
の
組
織
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
職
場
環
境
を
把
握
し
、

業
務
の
効
率
化
や
組
織
体
制
の

見
直
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

る
よ
う
な
給
与
・
休
暇
制
度
の
検
討

を
進
め
ま
す
。

【
町
長
】
検
診
な
ど
で
自
身
の

健
康
状
態
を
把
握
し
、
健
康
意

識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
が
解
決
に

繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

町
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る
公

共
施
設
、
橋
、
道
路
な
ど
の
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
急
ぐ
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
住
民
の
安
心
・
安
全

な
生
活
へ
の
影
響
が
大
き
い
の

で
、
対
策
を
随
時
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

行
政
の
Ｄ
Ｘ
化
は
必
須
だ
が
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
不
足
を
補
う
方
策

は
。【

町
長
】
民
間
事
業
者
か
ら
の

副
業
人
材
の
活
用
や
職
員
採
用

時
の
社
会
人
枠
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

『一般質問』

若
年
層
︵
生
産
年
齢
人
口
︶
の

転
入
増
、
転
出
減
を
図
る
施
策

は
。【

町
長
】
住
宅
取
得
奨
励
金
事

業
、
給
食
費
の
無
償
化
、
子
供

医
療
費
の
助
成
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。将

来
の
労
働
力
不
足
と
社
会
保

障
費
の
増
加
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
。 本町課題に対する

迅速な対策を

小嶋 秀樹 議員
（清祥会）

（所要時間58分）

HIDEKI KOJIMA

生
活
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
最
優
先
に
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岩澤 勝則 議員
（緑の会）

（所要時間32分）

KATSUNORI IWASAWA

芝
山
鉄
道
は
、芝
山
町
民
や
空

港
勤
務
者
等
の
成
田
空
港
等
へ

の
ア
ク
セ
ス
手
段
の一つ
と
し
て
、重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、空
港
南
側
か

ら
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
役
割
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。そ

こ
で
、成
田
空
港
の
ワ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル

化
に
伴
い
、新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

へ
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
、東

成
田
駅
と
芝
山
千
代
田
駅
の
間
に
新

駅
を
建
設
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

る
が
。【

町
長
】新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

再
編
に
伴
う
新
駅
の
整
備
、空

港
周
辺
の
複
線
化
、都
心
方
面
へ
の
利

便
性
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
り
ま
す
が
、東
成
田
駅
か
ら
芝
山

千
代
田
駅
の
今
後
の
方
向
性
ま
で
は

『一般質問』

高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
と
併
せ

た
水
田
の
圃
場
整
備
に
つ
い
て
、

国
の﹁
農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備

事
業
﹂を
活
用
し
道
路
整
備
と一体
に

水
田
の
区
画
整
理
・
暗
渠
排
水
の
施

行
を
で
き
な
い
も
の
か
。

【
町
長
】事
業
実
施
す
る
に
あ
た

り
地
元
地
区
の
合
意
形
成
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。高
谷
川
沿
い
道
路
沿

線
の
方
々
か
ら
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た

ら
、町
と
し
て
支
援
し
て
行
き
ま
す
。

人・農
地
プ
ラ
ン
地
区
に
お
い
て

は
、﹁
農
地
耕
作
条
件
事
業
﹂と

併
せ
て
の
実
施
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

【
町
長
】事
業
実
施
の
主
な
要
件

と
し
て
、地
域
計
画
の
策
定
区

域
等
で
事
業
費
２
０
０
万
円
以
上
、

農
業
者
数
２
名
以
上
等
が
あ
り
ま

す
。現
在
の
と
こ
ろ
町
で
は
農
業
者
か

ら
の
要
望
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、実
施
要
望
を
頂
い
た
ら
そ
の
際
に

は
、高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
と
の
調
整

に
つ
い
て
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

「
成
田
空
港
南
側
の

　
　
　
　
　
重
要
政
策
」

高
谷
川
沿
い
道
路
整
備
周

辺
の
農
業
政
策
は

芝
山
鉄
道
の
交
通
ア
ク
セ

ス
の
新
た
な
展
望
は

議
論
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、不
確
定
な
要
素
が
多
い
状
況

で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
現
時
点
で
ご
質
問

の
新
駅
の
建
設
等
の
有
効
性
に
つ
い

て
の
答
弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。し
か
し
、新
し
い
成
田
空

港
構
想
の
具
現
化
や
、そ
れ
に
伴
う

千
代
田
エ
リ
ア
の
開
発
に
よ
っ
て
東
成

田
駅
や
芝
山
千
代
田
駅
が
こ
れ
ま
で

担
っ
て
き
た
役
割
が
変
わ
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
が
つ
く
こ
と
か
ら
、空
港
会

社
を
始
め
と
し
た
関
係
者
と
の
議
論

の
深
度
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

▲町の重要な交通アクセス

▲高谷川沿い田園風景
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て
ま
い
り
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
成
田
土

木
事
務
所
と
の
協
議
も
あ
り
ま

す
が
、
複
数
作
業
が
出
来
る
よ
う
調

整
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『一般質問』

八代 正義 議員
（創芝会）

（所要時間31分）

道
路
問
題

町
道
０
１
¦

０
０
８
号
線
小
池

７
番
竜
ヶ
塚
地
先
の
道
路
改
良

計
画
の
進
捗
状
況
と
、
こ
の
先
の
工

程
計
画
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
単
年
度
で
複
数
の
作
業
が
出
来

な
い
も
の
か
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状

況
で
す
が
、
昨
年
の
９
月
議
会

で
路
線
測
量
業
務
の
予
算
取
り
し
、

現
地
測
量
や
境
界
立
ち
会
い
を
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
月
に
成
田
土

木
事
務
所
と
費
用
負
担
の
覚
書
を
締

結
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
、
道

路
詳
細
設
計
や
地
質
調
査
等
を
行
っ

町の利便性
追求へ

MASAYOSHI YASHIRO

町
道
０
２
¦
０
０
６
号
線
川
津
場

地
区
ス
ー
パ
ー
セ
イ
ミ
ヤ
か
ら
金

森
興
業
区
間
の一部
幅
員
減
少
区
間

解
消
や
そ
の
た
め
の
用
地
交
渉
は
。

【
町
長
】
今
年
度
は
地
権
者
と

の
協
議
、
現
地
測
量
や
修
正
設

計
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
地
権
者

の
方
々
に
事
業
説
明
を
行
い
、

出
来
る
だ
け
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
回
答
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

小
池
の
拠
点
整
備
事
業

小
池
の
拠
点
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
と
７
年
度
の
事
業
計
画
内

容
は
。
ま
た
民
間
企
業
の
参
入
を
考

え
て
み
て
は
。

【
町
長
】
事
業
認
可
取
得
に
向

け
て
事
業
計
画
書
の
作
成
や
公

園
用
地
、
道
路
用
地
の
買
収
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
７
年
度
は
事

業
認
可
取
得
や
公
園
、
道
路
、
交
通

広
場
用
地
の
取
得
を
引
き
続
き
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
民
間
企
業
の
活
用
で
す
が
、

ま
ず
は
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
町
が
し
っ
か
り
行
い
、
そ
の
後
に

民
間
企
業
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
て

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は

町
の
公
共
交
通
機
関
や
公
共
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
は
。

【
町
長
】
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
対
応
で
す
が
、

乗
降
口
は
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
を
導

入
し
て
お
り
、
ま
た
車
椅
子
の
方
に

つ
い
て
は
、
乗
務
員
が
ス
ロ
ー
プ
を

出
し
、
所
定
の
場
所
ま
で
介
助
し
て

お
り
ま
す
。
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
は
、
介
助
等
の
資
格
を
も
た

な
い
た
め
、
対
応
が
出
来
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
そ
の
あ
た
り
も
考
え
て
行

か
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
大
半

の
施
設
で
不
十
分
な
状
態
で
す
の
で
、

立
て
替
え
や
大
規
模
改
修
の
際
に
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

▲早期の拡幅が期待される小池7番地先
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産
後
ケ
ア
つ
い
に
開
始

﹁
産
後
ケ
ア
﹂
が
1
月
末
か
ら

始
ま
っ
た
。
町
独
自
の
工
夫
は

あ
る
か
。

【
こ
ど
も
保
健
課
長
】
妊
娠
8

か
月
頃
の
面
談
時
に
、
保
健
師

か
ら
「
利
用
カ
ー
ド
」
を
お
配
り
し

事
前
登
録
の
手
間
を
省
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
こ
れ
か
ら

ル
ー
ト
お
よ
び
ダ
イ
ヤ
再
編
の

進
捗
は
。

【
町
長
】
有
識
者
や
関
係
機
関

と
相
談
し
な
が
ら
町
外
区
間
の

見
直
し
や
新
規
路
線
の
再
編
案
の
深

度
化
を
図
り
、
最
終
的
に
公
共
交
通

会
議
で
合
意
が
得
ら
れ
れ
ば
実
証
運

行
の
申
請
手
続
き
に
取
り
か
か
る
予

定
で
す
。

坂井 慶子 議員
（創芝会）

（所要時間49分）

『一般質問』

施
設
使
用
料
の
見
直
し
を

昨
今
の
物
価
高
・
人
件
費
の
高

騰
で
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費

は
電
気
代
も
含
め
相
当
な
額
の
上
乗

せ
が
あ
る
と
思
う
。
施
設
使
用
料
の

改
訂
を
す
べ
き
で
は
。

【
町
長
】「
総
合
運
動
場
や
公
園

球
場
」
は
こ
れ
ま
で
使
用
料
の

改
定
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
近
隣
自
治

体
に
比
べ
安
価
な
料
金
と
な
っ
て
い

ま
す
。「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
は
近
隣

の
ホ
ー
ル
と
、「
は
に
わ
博
物
館
」

は
概
ね
県
内
公
立
博
物
館
と
同
水
準

で
す
。
各
施
設
の
現
状
、
受
益
者
負

担
の
あ
り
方
も
含
め
て
今
後
検
討
し

ま
す
。

税
の
滞
納
者
対
策
は

税
の
滞
納
者
対
策
及
び
強
化
す

る
た
め
の
工
夫
は
。

【
町
長
】
納
期
限
ま
で
に
納
付

の
確
認
が
取
れ
な
い
方
に
は

「
督
促
状
」
を
送
付
し
、
納
税
の
相

談
が
あ
れ
ば
「
納
付
計
画
」
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
自
主
的
な
納
付
を
促

し
ま
す
。
そ
の
後
納
付
が
無
け
れ
ば

「
催
告
書
」
を
、
そ
の
先
は
差
し
押

さ
え
等
の
滞
納
処
分
へ
向
け
た
「
財

産
調
査
」
へ
と
進
み
ま
す
。
個
人
住

民
税
は
県
へ
の「
徴
収
引
継
ぎ
制
度
」

を
活
用
し
滞
納
額
縮
減
に
努
め
ま

す
。
新
た
な
対
策
と
し
て
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
で
ご
本
人
の
携
帯
電
話
に
直

接
催
告
を
送
信
す
る
予
定
で
す
。

他
部
署
と
連
携
す
る
納
付
相
談

と
は
。

【
町
民
税
務
課
長
】
ま
ち
づ
く

り
課
で
担
当
す
る
下
水
道
の
使

用
料
は
、
地
方
税
法
の
滞
納
処
分
の

例
に
よ
り
処
分
で
き
る
た
め
、
重
複

し
て
い
る
滞
納
者
へ
は
共
同
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。来

年
度
の
町
の
方
針
は
。

【
町
長
】
戸
籍
の
フ
リ
ガ
ナ
記

載
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
一
斉
更
新

等
の
事
務
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
ま
ず
は
新
た
な
機
器
の
設
置
や

職
員
の
人
員
確
保
等
が
必
須
で
す
。

県
か
ら
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
権
限
移
譲

を
含
め
、
計
画
的
に
今
後
の
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

町
の「
稼
ぐ
力
」を
強
化

KEIKO SAKAI

パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口

手
続
き
に
向
け
て

▲申請の時短になる「利用カード」
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す
の
で
、
移
転
跡
地
等
を
活
用
し
て

住
民
が
癒
せ
る
遊
歩
道
や
健
康
器
具

の
あ
る
公
園
等
の
環
境
整
備
は
で
き

な
い
の
か
。

【
町
長
】
騒
音
下
の
土
地
利
用

は
、
非
常
に
大
き
な
テ
ー
マ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
に
健
康
器
具
の
あ
る

事
例
も
あ
り
、
高
齢
者
が
散
歩
や
体

を
動
か
す
な
ど
介
護
予
防
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
頂
き
有
効
な
土
地
活
用
を
し
て

い
き
ま
す
。

第
三
滑
走
路
東
側
に
観
光
拠
点

の
整
備
が
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
現
時
点
に
お
い
て
、

航
空
機
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

新
た
な
公
園
等
の
整
備
の
検
討
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
航
空
機
活
用

の
視
点
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
既
存
の
ひ
こ
う
き
の
丘
を
引
き

続
き
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
ひ
こ
う
き
の
丘
﹂
で
農
産
物

直
売
等
芝
山
町
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
が
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
平
常
時
か
ら
駐
車
場

が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
周
辺
の
路
上
駐

車
や
交
通
渋
滞
な
ど
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
各
種
団
体

か
ら
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、
町
が
支

援
す
る
事
業
主
体
に
も
課
題
が
あ
り
、

課
題
が
あ
る
程
度
目
途
が
つ
き
ま
し
た

ら
、
事
業
主
体
と
な
っ
て
も
ら
え
る

団
体
等
と
調
整
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

や
拠
点
整
備
な
ど
の
説
明
や
意
見
交

換
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
話
合
い

の
内
容
や
期
日
等
を
企
画
空
港
政
策

課
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
調
整
し
ま

す
。

騒
音
区
域
内
の
事
務
所
や
店
舗

に
対
す
る
防
音
工
事
は
で
き
な

い
か
。︻町

長
】
当
該
施
設
は
、
騒
特

法
第
５
条
、
施
行
令
第
６
条
で

防
音
上
有
効
な
構
造
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
条
件
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

建
築
自
体
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

建
築
規
制
も
併
せ
て
、
法
律
改
正

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
空
港
周
辺
の
産
業
集
積
や

雇
用
機
会
の
創
出
を
考
慮
し
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

航
空
機
騒
音
は
音
の
レ
ベ
ル
だ

け
で
は
な
く
、
回
数
の
増
加
に

よ
る
精
神
的
負
担
も
お
お
く
あ
り
ま

『一般質問』

宮原 研吾 議員
（創芝会）

（所要時間34分）

年
間
発
着
枠
に
関
す
る
説
明
会

後
の
町
の
対
応
は
。

【
町
長
】
空
港
の
課
題
、
騒
音

の
課
題
を
次
世
代
に
残
さ
な
い

よ
う
、
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ａ
Ａ
や
町
と
の
定
期
的
な
話

合
い
は
で
き
る
か
。

【
町
長
】
こ
れ
ま
で
も
地
区
か

ら
の
要
望
に
よ
り
、
環
境
対
策

増加する航空機
騒音の対策を

KENGO MIYAHARA

こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い

騒
音
に
対
し
て

航
空
機
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
や
町
の
利
益
を

▲賑わうひこうきの丘
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▲地域計画とはみんなで作
る、将来の農業の設計図です。

▲すぐに売り貸しできる空き家は 56件と
いう試算も。

住
居
不
足
に
空
き
家
対
策
を

損
傷
の
無
い
空
き
家
、
少
な
い

空
き
家
は
積
極
的
に
利
活
用
の

理
解
促
進
を
。

【
町
長
】
住
宅
が
集
積
し
て
い

る
地
区
の
う
ち
、状
態
が
良
く
、

売
却
等
の
期
待
性
が
比
較
的
高
い
空

き
家
の
所
有
者
に
対
し
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
の
案
内
文
を
送
付
す
る
な

ど
、
利
活
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
数
に
目

標
を
。

【
町
長
】
現
状
の
空
き
家
バ
ン

ク
登
録
数
が
低
い
の
は
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
目
標
の
前
に
所
有
者
等

に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
リ
サ
ー
チ
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐藤 良太 議員
（眞人）

（所要時間40分）

『一般質問』

地
域
計
画
で
農
業
を
守
る

地
域
計
画
の
説
明
会
並
び
に
座

談
会
の
参
加
率
は
低
い
。
さ
ら

な
る
理
解
促
進
が
必
要
で
は
な
い

か
。【

町
長
】
賃
貸
で
耕
作
を
し
て

い
る
農
業
者
へ
、
郵
送
に
よ
り

出
席
依
頼
を
し
ま
し
た
が
、
参
加
率

は
低
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
参

加
し
た
農
家
か
ら
は
様
々
な
意
見
を

い
た
だ
き
、
地
域
計
画
の
案
と
し
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
理
解
促
進
は

重
要
事
項
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課

題
で
す
。

地
域
集
積
協
力
金
を
交
付
し
て

も
ら
う
た
め
に
地
域
の
農
地
の

40
％
超
で
農
地
バ
ン
ク
を
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
地
域

計
画
座
談
会
の
参
加
率
の
目
標
を
立

て
ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
目
標
の
前
に
、
農
家

の
方
々
が
農
地
を
集
約
し
て
圃

場
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
考
え
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
農
業
振
興
計

画
を
立
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ

り
方
も
含
め
て
理
解
し
て
も
ら
う
の

が
先
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
を
守
る
施
策
の

理
解
促
進
を

RYOUTA SATOU
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公
園
や
区
域
内
道
路
の
用
地
買

収
状
況
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
道
路
・
公
園
を
合
わ

せ
た
全
体
で
は
約
73
％
と
な
る

見
込
み
で
す
。

用
地
買
収
の
今
後
見
通
し
と
買

収
の
完
了
予
定
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
来
年
度
の
用
地
買
収

と
し
ま
し
て
は
、
公
園
と
道
路

３
路
線
を
予
定
し
て
お
り
、
新
た
に

交
通
広
場
に
つ
い
て
も
買
収
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
完
了
時
期

と
し
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
度
末
頃

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

小
池
拠
点
整
備
に
合
わ
せ
て
、

道
の
駅
﹁
風
和
里
し
ば
や
ま
﹂

の
増
築
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

【
町
長
】
道
の
駅
の
増
築
や
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
の
検
討

は
、
少
し
先
送
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
ず
は
お
客
様
駐
車
場
を
し
っ

か
り
と
確
保
す
る
よ
う
、
小
池
拠
点

整
備
計
画
の
中
で
計
画
・
調
整
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

芝
山
公
園
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
や
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
塗

り
替
え
等
を
行
う
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
教
育
長
】
芝
山
公
園
野
球
場
の

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
の
塗
装
工
事
は
、平
成
20
年
に
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
後
に
つ
き
ま

し
て
は
、公
園
野
球
場
の
維
持
管
理
と

改
修
の
方
向
性
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、他
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
体

の
改
修
に
お
け
る
優
先
順
位
を
考
慮
し

た
う
え
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
、
地
区

に
お
い
て
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
場
合
、
環
境
整
備
費
の
活
用
に

加
え
て
町
か
ら
の
上
乗
せ
補
助
金
を

交
付
す
る
制
度
の
創
設
は
で
き
な
い

も
の
か
。

【
町
長
】
各
自
治
会
に
お
い
て

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
場
合

の
補
助
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を

実
現
化
に
向
け
て
検
討
を
今
後
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

『一般質問』

大木 浩司 議員
（創芝会）

（所要時間48分）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

公
共
施
設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
繰
り

返
し
提
案
さ
れ
て
き
た
が
、
対
応
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
公
共
施
設
へ
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
関
し
て
は
、
そ

の
必
要
性
や
検
討
状
況
の
バ
ラ
ツ
キ

な
ど
町
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
方
向

性
を
整
理
し
、
設
置
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「安全・安心」な
まちづくりを

KOUJI OOKI

小
池
拠
点
整
備
の

進
捗
状
況
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

維
持
管
理
は

▲各地区へ
　防犯カメラの設置補助を

▲老朽化が進む公園野球場
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議員定数を現在の12人⇒10人

結果　賛成４対反対７で 否決

発議案第 2号
「芝山町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について」

８名の議員が賛成反対の立場で討論に立ち、議論不足、タイミング、議会改革が
道半ばといった意見が多くみられ、反対多数で否決しました。

提出者
大木議員

實川議員

宮原議員

岩内議員

佐藤議員

坂井議員

岩澤勝則議員

吉川議員

岩澤達弥議員

議員
発議

急激な人口減少、町民皆様の世論、2期連続無投票当選、これを重く受け止め
議員定数の削減は不可避と思います。芝山町は成田空港機能強化に伴う移転問
題他、多大な課題を抱えており、定数削減にふさわしい時期とは申し難いと存
じますが、町民の声や取り巻く環境を鑑み考慮せざるを得ません。

会合等で民意を問いましたが、現状維持が多数のため反対します。

多くの課題と変化の時期です。体制の目途が立つまで定数削減に反対します。

適正な議員数に答えが出ていないので今回は反対します。

議会報告会や定例会中継をしてから定数削減するべきと考えます。

議論が十分でないため、定数削減は時期尚早と考えます。

私の公約でもあり、地元住民にも話してきたので定数10名に賛成します。

定数削減で議員の活動が広がり、議会に対する信頼も得られると考えます。

未来の芝山町議会を意義あるものにするための決断です。

発
議
案
第
３
号

岩
澤
達
弥
議
員
提
出　

全
議
員
賛
成
に
よ
り

ス
タ
ー
ト

《
目
的
》

　
芝
山
町
議
会
が
将
来

に
向
け
、
よ
り
活
性
化

す
る
こ
と
を
目
的
に
、

議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
、
研
究
を
行
う
。

《
調
査
期
限
》
２
年

委
員
長
　
岩
内
　
章

副
委
員
長
　
吉
川
真
悟

委

員
　
小
嶋
秀
樹

委

員

岩
澤
勝
則

委

員

宮
原
研
吾

委

員

佐
藤
良
太

賛成

反対

反対

反対

反対

反対

賛成

賛成

議
会
改
革

特
別
委
員
会
の
設
置
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若
葉
萌
え
い
づ
る
頃
、﹁
節
句
﹂
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

春
は
、
卒
業
・
入
学
・
進
級
・
就
職
の

シ
ー
ズ
ン
。
﹁
新
た
な
世
界
﹂
に
一
歩
踏
み

出
し
た
﹁
あ
な
た
﹂
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
７
年
初
の
定
例
会
は
、
予
算

審
査
等
、
生
活
に
直
結
す
る
議
決
議
案
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し

た
か
？

　
こ
れ
か
ら
も
手
に
取
っ
て
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
の
発
行
に
編
集
委

員
一
同
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
は
、﹁
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
﹂

の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
委
員
会
は
、
委
員
、
事
務
局
職
員
が
出
席

し
、
主
に
紙
面
構
成
や
原
稿
の
誤
字
脱
字

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
た
め
、
各
議
会
だ
よ
り
発

行
前
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
は
、
質
問
し

た
議
員
自
ら
が
原
稿
作
成
す
る
な
ど
、
ペ
ー

ジ
に
よ
っ
て
作
成
者
が
異
な
る
た
め
、
印
刷

見
本
を
も
と
に
、
委
員
ご
と
に
割
り
振
ら
れ

た
ペ
ー
ジ
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
後
、
皆
で

意
見
を
出
し
合
い
、
議
会
だ
よ
り
を
作
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
様
子
は
、﹁
国
語
の
授
業
﹂
を
彷
彿

と
さ
せ
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
自
分
自

身
も
楽
し
み
な
が
ら
、
よ
り
読
み
や
す
い
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

編
集
後
記

My
Home Town

Episode 28

Ｑ 芝山町の魅力は？Ｑ 芝山町の魅力は？
　続いてきた文化を大事にする人が多い所が町の魅力です。人が優しくて温かいです。　続いてきた文化を大事にする人が多い所が町の魅力です。人が優しくて温かいです。

Ｑ芝山町での生活はどうですか？Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　運転できるようになってからは不便は感じてませんが、中学・高校の時は移動が自転車、親の送　運転できるようになってからは不便は感じてませんが、中学・高校の時は移動が自転車、親の送
迎、便数の少ないバスで大変でした。迎、便数の少ないバスで大変でした。

Ｑ町に望むことは？Ｑ町に望むことは？
　芝山町は高校が無いので中学の同級　芝山町は高校が無いので中学の同級
生も一気に離れて、次にそろうのは５生も一気に離れて、次にそろうのは５
年後の成人式でした。中学の時に持っ年後の成人式でした。中学の時に持っ
ていた地域への愛着も薄れていきます。ていた地域への愛着も薄れていきます。
繋ぎとめるための集まる機会を作って繋ぎとめるための集まる機会を作って
ほしいです。ほしいです。

Ｑ議会に望むことは？Ｑ議会に望むことは？
　議会だよりはたまに読んでいて一般　議会だよりはたまに読んでいて一般
質問等で多様な視点からの議論がされ質問等で多様な視点からの議論がされ
ていることがわかります。ただ、それ以ていることがわかります。ただ、それ以
外で何をされているのか見えません。外で何をされているのか見えません。
もっと受け取りやすい情報発信をしてもっと受け取りやすい情報発信をして
もらえれば、生活と分離している今のもらえれば、生活と分離している今の
政治に興味を持つことができると思い政治に興味を持つことができると思い
ます。ます。

地域への愛着を繋ぎとめる機会を地域への愛着を繋ぎとめる機会を

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和7年第2回芝山町議会
定例会のお知らせ

６月４日
13日

開催予定
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

㈬から
㈮

山室　龍也山室　龍也さんさん
（菱田）（菱田）


